
日常の事象に数理を観る算数科学習
一第　5　学年の　実践　を　通　し　て　-

松　浦　武　人

1　はじめに　～"めざす子ども像"について～

今日,呉のおばあちゃんの家に行きました。バスの中でボーッとしていると,ふと,算数の

ことを思い出しました。お母さんに,「共通の式で表すことができるものないかね。」と言っ

て,考えてみました。「バスの窓がそうだ!」と言いました。それからはさがしてもみつから

ないまま,おばあちゃんの家に向かっていました。石だんを上がっていると,石だんのだん

もそうだと思いました。おじいちゃんとおばあちゃんに,「こんにちは」と言いました。お昼

ご飯を食べていたら,たたみの目もまた,きそく的にならんでいることがわかりました。ぼ

くは本当は,おばあちゃんの家に,ちゃんちゃんこをかりに行ったのでした。………ぼくは,

ちゃんちゃんこをかりに行ったのか算数を調べに行ったのかわかりませんでした。

「バスの中でボーッとしていると,ふと,算数のことを」,「ちゃんちゃんこをかりに行ったの

か算数を調べに行ったのか」…うれしいことを書いてくれるものである。これは,昨年度,第4

学年の単元「2つの変わる量」を学習した後,Tくんが日記に書いたものである。(「共通の式」

とは,きまり正しく並んでいるものを関数的にとらえて一般化した式のことである。)

算数科の学習内容が身の回りの事象と結びついたとき,子どもたちはその学習内容のよさ,お

もしろさをより一層味わうことができるであろう。また同時に,学習内容をより一層定着させる

ことにもなるであろう。さらにそれは,その後の算数科の学習における関心・意欲・態度,数学

的な考え方として生かされるものと考えている。このような子どもは,いつでもどこでも,考え

ることを楽しみながら,自分で自分を高めていくことができる子どもである。

このような考えにたち,本年度の研究を進める上での"めざす子ども像''を次のように設定し

た。
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2　研究の仮説と方途

日常の事象を数理的にとらえようとする子どもの具体的な姿の一例として,前節ではTくんの

日記を掲げているが,単元.「2つの変わる量」の学習後,彼以外にも,多くの子どもたちが日常

の事象に眼を向け始めていることがわかった。(平成5年度本校研究紀要に具体を掲げている。)

そこで,めざす子ども像にせまるための手だてを,「2つの変わる量」の学習を構想する際の基本

的な考え方(重視し,工夫した点)に求めてみた。次の2点である。

◎日常の事象(子どもたちにとってごく身近な事物・現象)を用いて,教材開発を行う。

◎体感・体験・イメージを重視した学習活動の場を設定する。

この2点を踏まえて,次のような研究の仮説と方途を設定した。
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(1)研究の仮説
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(2)研究の方途

①　子どもたちにとって,一見,算数科の学習内容と関わりのないように思える日常の事象を

素材として取り上げ,教材化する。【日常の事象の教材化】

②　身体を動かして学習内容を感じとる場,課題解決に向かって身体を使って調べる活動の場

を設定し,学習内容を具体的なイメージとして残す。【体感・体験・イメージの重視】

③　日常生活の中で発見した算数を自分なりに整理するためのノートを,子ども一人一人に持た

せる。これは,子どもが,自由に自主的に活用するものとする。【"DISCOVERY"の活用】

3　実践例

本節では,研究の方途①～③のそれぞれについて,実践の具体を示すことにする。

(1)日常の事象の教材化

【実践例①】:「Ⅹオクターブの鍵盤」(単元:文字と式)

《子どもたちの反応の詳細は,本校教育研究誌『初等教育62号』に掲載している。≫

【実践例②】:「ランドルト環のひみつ」(Topic教材)

-　r~、フ

ノノ

λヽ　▼ナ

軒告白　0
や-ィ　3　　0

c o o

この表は,視力とランドルト環のすき間の関係を表

したものです。

視力0.3のランドルト環のすき間は何mmですか。

視　　 力 0 . 1 0 . 5 1

l

2

】

す き間 (m ) 1　 5 3 1 . 5 0 . 7 5

《子どもたちの反応の詳細は;『算数教育1995.1』(明治図書)に掲載している。≫
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【実践例③】:「どのパイがとくかな?」(単元:正多角形と円・単位量あたりの大きさ)

どのパイを買うのが,とくなのだろうか。

《直径≫　　　　　　　　　《価格≫

8i n c h e s(20cm)…1000円

10i n c h e s(25cm)…2000円

14i n c h e s(36cm)・・・3000円

「

-

1

-

】

」

《子どもたちの反応の詳細は,『子どもの問いを引き出す問題提示の技術』(東洋館出版)に掲載している。≫

(2)体感・体験・イメージの重視

【実践例①】:「みんながそろって立つときは?」(単元:倍数と約数)

クラス全員で1から順に数えていく。全体を3つのグープに分けて,それぞれ,2,3,4の

倍数のときにだけ起立する。同時に立つときが"公倍数"となる。

「3!」…3の倍数グループ

だけが立つ

「8!」…2と4の倍数グル

ープが同時に立つ

「12!」‥・初めて全員がそ

ろって立つ

【実践例②】:「平均を求めよう!」(単元:単位量あたりの大きさ)

各グループ(8グループ)ごとに,測定内容を話し合い,その平均値を求める。

鉄棒の端から端まで何歩で

行けるだろうか?

10秒間に何回二重とびが

できるだろうか?

測定後は協力して発表会の

準備を行う。

【実践例③】:「円の直径を求めよう!」(単元:正多角形と円)

各自が調べたい物を教室に持ち込み,自分なりの方法で直径を調べる。

巻き尺でまずは円周を! さしを2枚組み合わせて!
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【実践例④】:「5年2組の輪」(単元:円と正多角形)

【問題】

5 年 2 組全員が手をつないで円をつ くると, 直

径何m の円ができるだろうか?

(3)算数発見ノート"Dl SCOVE RY"の活用

"DI SCOVERY"を始めるにあたっては,次に示す内容をプリントし,オリエンテーシ

ョンを行った。子どもたちは,このプリントをノートの第1ページに貼っている。
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例え、げ,遵路標織の漸ま`;∴柊とん牢が田か正三角形です。享のように∴勝の珍榊艮
をつけても,たくさんの射止があるでしょう、また.デハ一一トやスー・バーに行ごナば,

たくさんの数字が眼に入ってきます-.-＼本で、円、-・0。引き…。.このように,救骨二

眼をつけてもたく阜んゐ発見があるでしょう'。以恥牒数の時間に考え:た∴ガ二子‥
.

レーノゆ柱やオルガンの鹿埠をど,きまサ直しく滅んでいる物の′形や致ゐ万ズ射こ服

をつノけても,たぐきんめ発見があるセしよう。一

この:ノ二トは,自分が発見した「生活の軸こある算数」、を,ノ守と。あていく、ものです。、

たぐさん発見すれ桜するほど言次のノようノを力がつし亘きますよ

①「珍事を搾る力∴

②学習したごと、を自分め由舌に壷ヵサカ

③!算数のカそ卵や㍉

∵㌧ゾ!㌧ハ+++.㍉い{

メ"　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　,-19
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、先生は,このノ、-トを開く;,こ、とを,ヱと孝や翠しみ東レてい1ますふ

ハノ軽さず,ど本家発妙守亘∵∵∵完

提出した子どもたちに対しては,必ずその日のうちに返事を書き入れて,返すようにしてきた。

その日の学校の帰り道で,また,新たな発見をすることも考えられるからである。

4　成果と課題

本節では,"DISCOVERY"の記述内容の分析・考察を通して,研究仮説の検証を行う。

O)記述例

ー72-



帥
私
よ
.
も

想
塙
k
小
へ
.
.
出

席
画
し
L
他
脅

-

.

.

1

　

　

-

　

　

　

1

°

.

.

は
つ
l
十

3
J
d
的

場

ハ

い

=

の

も
　
う
電
　
～

は

た

小

二

「

・

う
.
k
∵
I
 
L
T

-
圧
下
枝
虻
.
「
.

.
鴫
根
t
k

-
b
面
も
　
C
,
一

協

.

C

も

か

.

′

b

 

L

　

う

,

∂

　

乙

武

人

⊥

1

　

ど

も

思

い

〃
抽
恒
日
付
‖
吊
滴

ー
:
㍗
1
.
1

'
`

J
l

出l式公

⇒
d
納
も
り

し
　
ぼ
F
　
「
　
十

と
府
二
W
 
l

に
中
耳
.
叫

諜帥・.凍
掠
鮮
障
鵠
措

I

 

n

T

こ

U

l

 

l

q

・

n

J

 

e

e

 

q

l

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

こ

.

P

l

 

l

一

J

　

げ

′

-

尉
…
品
照

脚
縮
刷
州
捕
甘
…

二
、

自分の目覚まし時計に?いて,面積,円周,

4時を示す長針と短針で囲まれたおうぎ形のま

わりの長さを求めているRさん。

の
し
(
告
乙
形
し
わ
.
机
{

刺
し
の
換
わ
の
安
寸
仁
「

い
ま
す
わ
合
ル
こ
た
せ
か

ち
∴
り
で
す
一
デ
に
紹
)
さ
つ

錆
㌫
㌢
髭
轟
酢

息
に
蘭
つ
寸
の
ち
0
′
∴
蛋
屯

で
ヱ
ノ
の
や
い
こ
木
上
。
老
せ

ン
こ
た
)
ヒ
0
勃
L
t
約
七

う
Y
っ
人
ル
L
呈
9
よ
l
⊥
わ
ガ

ト
の
わ
2
ナ
L
L
l
、
与
正
。
∴

ス
圧
す
俊
一
与
さ
焦
l
＼
い
七
寸

レ
デ
に
子
〓
ノ
リ
ノ
く
>
石
下
た
し
告

一
一
す
、
の
腐
上
旬
半
日
基
い

リ
ラ
い
人
ニ
ー
＼
す
払
七
、
.
聖

l
-

、
、
、
t
爪
∵
う
一
:
ビ
7
テ
吾
㌧
性
品
芯
Y

フ
ノ
了
二
人
た
ガ
乳
萄
名
和
t
も

い
久
し
の
を
一
し
丸
竹
嶺

レストランのテーブルの形が,一人でも多く

の客を収容できるように工夫されていることに

感心しているSくん。

ヰの然′田『

悪櫛形

箪
噺

、
一
・
・
′
吋
・
い
-
・
一
㌦

。

　

　

°

…

.

.
小
一
ゆ
」

カ
リ

9
-
.
.
年
二

子
㌣
の

寿
、
カ
′
寿
し

ク

　

0

　

0

-

巧
l
へ
烏
且
声
.
-
.
排
す
困

∵
ト
、
、
、
威
し

呵
∵
7
.
ヮ
卵
化
は

の

0

の

∵

…

ー　今日、彿星Jこたんこぶセ作,て、端鴫へ好
さました。

-　しいγ、ンもとる薪に葬の虐待(たてこ蛸)
宜l新、り未Lだ。

i
】

1
1
ll

この邸 /こ豆抽 入
『 音 ヵ敢てば ゲ ラ。

1.日 目日 日 llll l= 1.‥ふl
!

; / 巧　　　　　　 的

㍍亀蟹と聖霊曹禦脚うとき′こ、

頭に大きなこぶをつくり,病院へ行ったNく

ん。そのような状況の中でも,頭の直径を測る

器具に関心を示している。

1判け¢く)　?-こ　と'.ん7∫敬と人中.て　t

今や、趣拍軋中崎廊い ズーと;人間の'2_:人∫
こH、う!吉製を㈲題l-乙;、!?λ人d音戸
ケ犬とイ隼,て∴ビヤ3L〝Hl.ほ1√・ll・か

し:1三.考えたけ,勲‥・-　　[

2.人の璃婚
ぶはう去　‥ 讐丁竿二二苧【つl　こ.λ

∋'人!の接合・・・甲つや′=守・
P　9　01　　　　】

い

　

と

:

り

　

3

合
.
や
り
山

鳩
ケ
一
欄

の
　
=
n
 
T

L
、
㍉
」
大

C
、
、
2
　
2

n
仁
山

は
年
一
旬
「

X
ケ
⊥

路は告'競漕
の1号　へ且即し本

)・大　て..洩、え　三　と

一桁-り

J 丁こl

つ.ヽノサ

＼
.

トで
‥

子
.
.
1

ナ

　

イ

ト
う

け

　

′

て

　

し

.
で

は:㌢メソ十封/こ.け∴封1位?
√・　:`;ゝ　　一・・・一、

へ1ナ十」とに亘中日「打.
1

可主上う.;ユ人・が一かiごカの赴lナ∫十した二!L

J=ir∫りlま㍗:・つま男う人かぺけ/人:分
枚とひ11J、11・け丸げ阜ち十日一一LH・う二・ヒ

の耳。
γ1:.

た、か牛十号l車両り一、..1ンよ　う.ど:よくな3ん声、与

こ渦"斗し7ニ1.

道徳の時間の題材名「二人五脚」をもとにし

て,?人△脚について研究し,

式を考え出しているAさん。

巧的糾う数のイメージ、

=O C㌫とい

いうイメ~
.に.L㌫
ぶん多・日
日,七・日
数万のか
つ'R壬、/

rっき虜根

ー
教
.
塔
.
0
1

う
い
ラ
ト
虻
リ
l
?
フ
.
〇
九
l
A

・と:、rた
.があう

の
が
い

V
L
気
と

◆
よ
う
油

を
l、
ハ
U

思,上二二と

物に溝,て
こぢ,たり

l
L

.
O
で

D
の

ー
ュ
∂す

T。†㌣から.1白.〝1

.過してむうとIlう.のも
王L:たい

-73-

1

・

と

し

は

ゆ
璃
」
ま
数

た

一

う

′

し

う

nを用いた-一般

伴
い

し
付
す

ノ
K

J

′

ト

川

　

、

日
月
レ
し

㌶
再
L

′-、

軒五、へ、、、ド

ぢ
〓
・
盛

紅
l
L
ゎ
ヒ

大
、
打
日

給
ユ
二
つ

l
才
に
に
L

.絹.豊=、

〓
不
人
U
.



他教科の学習内容や身の回りの事物を,その形

に着目して分類しているKさん。
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バスの番号がどのようにしてつけられているのかに疑問を持ち,バス会社3社に電話をかけて

調査し,自分なりに整理しているMさん。

(2)成果と課題

ノート"DI SCOVERY"の記述内容の分析・考察を通して,本年度の研究成果として,

次の2点があげられる。
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今後の課題としては,次の点があげられる。
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5　おわりに

2月20日(月曜日)。朝の教室で,次のような会話が弾んだ。

C:「先生,今日,バスの運転手さんの制服が替わっていたよ。」

T:「へえ,どんなに?」

C:「サンダーバードのおじさんのような帽子に,黄色の線が入っていた。」

C:「服の色も紺色から緑色に変わっていたよ。」

C:「季節が変わるからだねえ。」……

子どもたちと共に,今後も,教科を越えて,"観る"眼を養っていきたいと思う。
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